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第９期より、㈱光通信との合弁会社である「㈱アイディール・ライフ」および当社１００％
子会社である「㈱ディー・アクション」を含んだ連結決算に移行しております。

グループ全体での実績では、新規顧客獲得が順調だったことから売上高については
前年比114.6％の10,051百万円となったものの、新規顧客獲得に係る販促費用の増加

、各宅配事業者の料金体系改定の影響等による物流費の増加により、当期純利益は
前年比10.8％の27百万円となり、増収・減益となりました。



会社単体としては、ウォーターダイレクトについては累計契約者数が順調に増加したこ
とに伴い、水の販売本数も増加しているため増収となりましたが、税金費用の増加によ
り若干の減益となりました。

アイディール・ライフについては今期より本格的に営業を開始したため、新規顧客獲得
に係る販促費用の負担が大きく、当期純損失となったものの、営業開始初年度より619

百万円の売上高を上げられる規模に成長いたしました。ただし、当初より当期純損失
を見込んでいたため、当初の計画通りの着地となりました。
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流動資産、固定資産ともに前期より大幅に増加している要因として、アイディール・ライ
フが光通信グループに対して支払っている顧客獲得費用の前払計上があり、長期・短
期合計で900百万円以上となっております。

流動負債、固定負債には、同顧客獲得費用の対価分の光通信グループからの借入金
が768百万円計上されております。



第９期は子会社２社を中心として営業活動を強化し、新規顧客獲得費用が大幅に増加
いたしました。

これは市場の成長性を考慮し、増益よりも成長を優先させた結果であります。
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営業利益が第７期、第８期に比べ減少したものの、新規顧客獲得による賃貸用資産（
レンタル用ウォーターサーバー）の購入や製造コストを削減するための富士吉田工場
への設備導入等積極的な設備投資を行い減価償却費が大きく増加したことにより、
EBITDAについては第８期ほとんど変わらないことから、販促費用や物流費が増加し営

業利益が減少したものの、利益の獲得能力については減少していないことがわかりま
す。
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営業活動を強化した結果、大幅な新規顧客増加となり、グループ全体では前年比43千
人の顧客数増となりました。

そのうちアイディール・ライフの新規顧客数は34千人となっております。
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OEM供給先を含んだ顧客数も順調に増加しており、前年比51千人増の342千人となっ
ております。
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解約率（当月解約数÷前月末顧客数）は東日本大震災での顧客数急増の１年後にあ
たる2012年９月期には一時的に上昇いたしましたが、その後は1.3％前後に落ち着い
ており、ここ２年間ほどは大きな変動も無く推移しております。
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第10期の業績について、第９期に引き続き営業の強化に注力し、さらなる成長を見込
んでおります。

売上高は前年比124.4％の12,500百万円を見込んでおりますが、新規顧客獲得の強
化により引き続き先行費用が発生することから、当期純利益は20百万円と減益予想と
なっております。
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